
I． は じ め に

３月１１日に発生した東日本大震災を発端とする東

京電力福島第一原子力発電所事故に伴い，福島県を中

心に広範囲の農地が放射性物質に汚染された。このた

め，農林水産省では，平成２３年度科学技術戦略推進

費「放射性物質による環境影響への対策基盤の確立」

により，農地土壌などを対象とした放射性物質除去技

術の開発に取り組んでいる。本報では，除染に伴って

生じる汚染された土壌や植物体を仮置きするための保

管容器として開発したコンクリート容器の放射線低減

の実証試験を行ったのでその概要を紹介する。

II． コンクリート製容器の設計

１． 遮蔽性能

環境省から出された福島県内の災害廃棄物の処理の

方針１）では，厚さ１５cmのコンクリート壁で覆うこと

により放射線の線量当量率は１０分の１になるとして

いることから，同等の遮蔽性能を得ることと想定しコ

ンクリート製容器の壁厚は１５cmとした。また，コ

ンクリートによる γ線の透過率は，透過する物体の組
成が同一であればおおむね密度に比例して低下する２）

ため，よりレベルの高い汚染物の保管を想定し，密度

が普通コンクリートの約１．４倍となる３．４g/cm３で

ある重量コンクリート製の容器も作成した。なお，本

容器の遮蔽性能は，壁厚２２cmの普通コンクリート

製容器と同程度となり線量透過率は１００分の３程度

になるものと考えられる。

２． コンクリート製容器の形状と質量

コンクリート製容器形状は直方体（１辺１．５m）と

し内容積は，フレコンバックに入れた汚染物をそのま

ま収納可能な内容積１．６m３タイプ（写真‐１）と，大

型重機での作業が困難な場所での使用を想定した内容

積１．０m３タイプとした。

容器の壁厚は，いずれの容器も１５cmとし，容器

の蓋を含む質量は，普通コンクリート製１．６m３タイ

プは４，２３０kg，１．０m３タイプは３，２４０kg，重量コン

クリート製１．６m３タイプは５，９９０kg，１．０m３タイ

プは４，５９０kgであった。

３． 容器の構造検討

コンクリート製容器の構造計算は，吊上げ時におけ

る収納物と容器自重による床部の応力，収納物の容器

側壁に対する側圧，容器積重ね時の圧縮破壊および蓋

部のせん断破壊について実施した。また施工時に発生

する吊上げ時の床部の応力，壁部分に対する側圧など

に耐えるため必要に応じ鉄筋を配筋することで，十分

な強度を有することを確認するとともに，最大５段

積みまでの応力に耐えることを確認した。（積み重ね

る場合には，地震時のズレ防止や転倒対策を検討する

必要がある。）

４． 放射性物質の漏出防止対策

農地の除染などにより生じる汚染物の多くは水を含

んでいると考えられる。このような汚染物をコンク

リート製容器で長期にわたり保管した場合，汚染物か

ら染み出した放射性物質を含む水がコンクリート壁を

浸透して外部に漏出する可能性がある。そこで，フレ

コンバックから染み出した汚染水がコンクリート壁に

接触しないよう２重の防水シートを容器内に配置し

た。

また，容器の蓋と本体の接触部分については，雨水

などの浸入を防止するために定形シール材で水密性を
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確保した。

III． 放射線遮蔽性能試験

１． 汚染土壌を用いた遮蔽性能評価

福島県飯舘村で実施した表層土剥離試験によって生

じた排土（放射性セシウム濃度：約５０，０００Bq/kg）

を詰めたフレコンバッグについて，フレコンバック表

面およびフレコンバックを収納したコンクリート製容

器表面における放射線の線量率を測定した。なお，

バックグラウンドの影響を排除するため，センサー部

を鉛で覆い測定した（表‐１）。

コンクリート製容器を設置した環境の空間線量率は

２．７０�Sv/h，排土収納前のコンクリート製容器表面

の放射線量率は，普通コンクリート製容器で０．３３�

Sv/h，重量コンクリート製容器で０．２０�Sv/h であっ

た。

測定結果に基づき算出したコンクリート製容器表層

から１cmの位置での低減率は，上部の測定位置で，

普通コンクリート製容器で９２％，重量コンクリート

製容器では９４％，下部の測定位置では，普通コンク

リート製容器で９０％，重量コンクリート製容器では

９４％となり，おおむね想定した遮蔽性能が確認でき

た。

２． 稲わらを用いた遮蔽性能評価

福島県郡山市内の畜産農家が保管している高濃度汚

染稲わら（約５００，０００Bq/kg）４８．６kgをフレコンバッ

クに詰めた後，コンクリート製容器に収納してフレコ

ンバックおよび容器表面における放射線の遮蔽性能を

評価した（写真‐２）。低減率は，普通コンクリート製

容器で９２％となり汚染土壌を用いた試験と同様の結

果が得られた。

IV． お わ り に

除染に伴って生じる汚染された土壌や植物体を仮置

きするための保管容器として，放射線遮蔽性および可

搬性を有するコンクリート製容器を開発し，その遮蔽

性能を評価した。本コンクリート製容器は，十分な遮

蔽性能を有しており，コンクリート製品の過去の実績

から長期間安全に放射性物質で汚染された廃棄物を保

管することができるものと考える。しかし，使用を検

討する場合は，納める汚染濃度に応じた柔軟な対応の

検討や，仮置き用地の確保などの問題点も多い。
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表‐１ コンクリート製容器の遮蔽結果

測定位置 対象
表面から１cmの線量率

（�Sv/h）
低減率
（％）

上部
フレコンバック
普通コンクリート
重量コンクリート

３．３１
０．２８
０．１９

－
９２
９４

下部
フレコンバック
普通コンクリート
重量コンクリート

３．８５
０．３８
０．２２

－
９０
９４

写真‐２ 稲わらを用いた遮蔽試験
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